











態を、土器類を中心に再精査した上で、比較検討して具体的に描き直すことを目的とした学術書である。本書は、編者である小口雅史氏が代表を務めた研究プロジェクト『交易と交流の深化と断絶過程からみた 津軽海峡を挟む古代北方世界の実態的研究』 （平成二〇～二二年度科学研究費補助金基盤研究（Ｂ） ）の研究成果を、広く学界に問うことを目的として出版されたものである。総論を含む一〇本の論文 構成され、いずれも古代北方史研究の第一線で活躍される研究者による最新の成果を所収し ある。
　小口氏は、本書冒頭で「文献史学と考古学研究の協業・融合を、
北方世界に即して具体的 実現させ によって、交易と交流の具体層を鮮明に描き出し、その展開過程から 津軽海峡が交易と交流を深化させる役割を果たした時期 、 （もしあるのならば）境界 して両者を断絶させた時期とを明確 分け、これらを総合して北緯四〇度以北の世界の史的実態を解 すること」 目指す
と述べている。近年、 「学融合」や「交流・交易」をキーワードとした研究視角は増えつつある。特に、文献史料が少ない古代北日本の実像を解明するには、考古学をはじめとする周辺諸科学と連携することが不可欠であり、本書は貴重な成果と言える。
　　　　　二　本書の構成は、以下のとおりである。　　本書の視角と課題〈小口雅史〉　　総論 　津軽海峡を挟む古代北方世界の実態〈小口雅史〉　　第１部 　海峡以北の世界と東北北部　　　オホーツク集団と続縄文集団の交流〈天野哲也・ 野裕子　　　古代北海道の民族的世界と阿倍比羅夫遠征〈瀬川拓郎〉
奥尻島出土のオホーツク式土器をめぐる試論
〈中村和之・竹内 　孝〉










と「第二部 　海峡以南の世界と北海道」の二部から構成される。前者が北海道やそれ以北の世界で展開した交流、さ には北東北との関係について検討し、後者が北東 とその南側の「日本国」 、そして津軽海峡以北の北 道との交流について検討する。全体を通して、土器類を中心としながら地域性を明らかにした上で、地域間の交流・交易の実態を論じる。また、すでに研究が蓄積されている文献史料の再評価も行われている。以下、本書の構成に沿って、各論考について紹介したい。
　小口雅史「津軽海峡を挟む古代北方世界の実態」は、本書の総
論として、古代北方世界の交流・交易に関する研究上 論点を提示し、各論文の位置付けを行っ いる。特 、本書では オホーツク文化がサハリン南部から北海道道東・日本 沿岸へ南下することによって生じた オホーツク文化集団と続縄文文化集団との相互関係を古代北方世界におけ 異文化接触と交流の始まりと捉え、続縄文時代後期（後北Ｃ
２・Ｄ式期）以降、おおむね四・五世





也・小野裕子「オホーツク集団と続縄文集団の交流」は 北大式土器の成立に関係すると考えられるオホーツク 化前半期の刺突文系 施文具について検討する。本論文では 北大式に顕著である管状施文具を用いて刺突文系文様を施したオホーツク 土器はきわめて限られた時期に用いられることから、オホーツク式土器への管状施文具は続縄文文化集団 交流の過程でもたらされた可能性が高いとする。その上で、 続縄文 化 （後北Ｃ２・Ｄ 期）段階にオホーツク集団（十和田式）から刺突文の伝統が伝えられて原初的な北大式が成立し、そ 一方でオホーツク文化集団は管状文様（竹管文）嗜好 伝統を続縄 文化から受け入れたと推定する。その年代は五世紀前半、場合によっては四世紀後半に遡るという。
　瀬川拓郎「古代北海道の民族的世界と阿倍比羅夫遠征」では、
阿倍比羅夫遠征が古代北海道の民族的世界の転換と、その後 アイヌ集団の環オホーツク海域進出とかかわる出来事であ ことを述べる。オホーツク集団は鈴谷期（四世紀）にサハリンから北




























る土師器坏、北奥で客体的に出土 る擦文（系）土器甕につ て検討し、北東北の地域性や 海道との地域間関係を浮き彫りにし、土器の製作地問題にも踏み込みながら、地域間交流の実態について論じる。北奥出土土師器坏 器形・法量等 検討から、北海道出土の土師器坏が本州から 搬入品ではなく 北海道在地 用途・嗜好に基づき、北海道で製作された可能性を指摘している。一方津軽地方を中心に確認されている擦文（系）土器は、北 道ではなく、津軽地方を中心とした在地社会で製作された可能性が高く、




岩木川流域でも北海道からの搬入品は若干量とされる。また、擦文（系）土器のあり方から、北海道との関係を保つ陸奥湾周辺域、出羽側との関係の深い岩木川・米代川流域、陸奥側との関係が深い県南地域の三大地 圏を抽出し、こ 地域圏 古代のみならず、縄文時代晩期頃から近世前期に至るまで連綿と続くものであったと指摘する。
　宇部則保「蝦夷社会の須恵器受容と地域性」は、七～一〇世紀





式期 （四世紀） が主体的な土器とな ないことに留意した上で、北海道と東北北部では「続縄文」土器に地域差が認められること、竪穴住居の衰退が漸移的な変化として らえられること、墳墓も異なる推移を示し 土器組成や石器組成、鉄 普及の状況も異なることから、北海道からの大規模な移住によって東北北部社会が大きく変容したとは考えられないとする。続く五世紀後半 出現する青森県八戸市田向冷水遺跡の集落 在地的要素が少なく非在地系でほとんどが占められることが指摘され、胆沢地方からの移住によって成立したと想定している。また こ まで出羽面からの大量移住の可能性が考えられ きた九世紀後半以降の津軽平野での集落数・竪穴住居数の増加については、在地的要素がほとんどであることから、地域内での人口増加によるものと捉え、南の地域から津軽への人の移動があっ にせよ、津軽 人口を大きく増加させる要因にはならなかった 指摘する。
　伊藤博幸「東北北部における沈線文土師器」は、東北北部に分
布する沈線文土師器を集成し、施文方法と出土遺跡 時期的・空間的偏差について検討する。従来 沈線文土師器は北海道の北大式土器の影響を受けて成立したと考えられていた 、 「北大Ⅱ・Ⅲ式」土器と 関係 否定し、 「北大Ⅰ式」の後裔によって作 れた可能性が高い いう説（小野裕子氏） 、東北北部地域で独自に展開したという説（宇部則保氏）等が提示され、沈線文土師器の系譜




関係や成立過程について議論されてきた。伊藤氏は、東北出土の沈線文土師器が七世紀前半から八世紀後半まで認められ 七世紀後半にピークを迎えること、その分布が北東北を主体とすることを再確認した上で、口縁部や頸部に沈線鋸歯文・山形文を施したⅡ類土器は岩手県北部から青森県東 付近で成立した可能性が高く、直接的に北海道の 器文化の影響を受けて成立・展開したわけではないと指摘している。





の背景には、発掘調査の進展に伴う資料蓄積があるのは言 まもない。考古資料の分析から河川流域・平野を単位とした小地域での地域差を把握できるようになり、地 間の相互関係や移住・移民、交流ルート等について議論している。特に、齋藤論文では土師器・擦文（系）土器から北海道との関係を保つ陸奥湾周辺域、出羽側との関係の深 岩木川・米代川流域、陸奥側と 関係が深い県南地域の三大地域圏を抽出した。また宇部論文では須恵器受容のあり方から岩手県北部～青森県南東部の馬淵川流域、青森県西部の津軽平野、北海道 石狩低地帯の地域差を明らかにしている。この地域差が、熊谷論文で指摘されている津軽蝦夷の地域差とどのように関わるの 、今後 文献史料と考古資料 摺合せ作業が課題となるだろう。
　第二として、従来、外来系土器や外来系技術・技法と理解され
てきたものについても、より具体的な接触 や系統関係が明らかにされ 点である。たとえば、天 ・小野論文では施文方法から続縄文土器とオホーツク土器 接触関係 「後北Ｃ
２・Ｄ式」土器段階を通じて道央部が地方への情報の発信源で
あった点、 齋藤論文では北海道のロクロ土師器坏と北奥の擦文（系）土器が在地製作された可能性、八木論文では移住・移民の実態について論じられている。







ることにもよるが、土器以外の様相についての検討が課題として挙げられる。八木論文や齋藤 では、北東北の集落遺跡で認められる北海道起源の外来系要素が続縄文土器や擦文（系）土器以外では希薄であることが指摘されてい 。交流・交易の実態をより深く理解するには、土器以外につい も検討したうえで人的交流の実態を把握 とともに、生活様式や文化変容の意義についても議論する必要があ 。ただし 齋藤論文に見られる法量・胎土分析の精緻な分析、 宇部論文 見られる須恵 の受 （ 種構成・出土状況・使用法の検討）の実態、八木論文に見られる集落構造や出土遺物に見られる 来系要素の実証的な検討は、生活様式や文化様式の理解にもつながる。今後、さらなる成果が期待され
　第二として、小口氏も指摘するように、秋田城跡の北方支配の
実態解明である。宇部論文では、九世紀末に津軽で成立する五所川原窯は、官窯から民窯への転換が図られる全国的な窯業生産の
動向と連動し、五所川原窯周辺には律令側が関与しやすい社会状況があったと想定している。五所川原窯開窯にあたって、秋田城がどの程度関与したのか／しなかったのかを明らかにすることも、今後の課題である。ま 一〇世紀中葉以降に北東北・北海道南部で展開する「防御性集落（環濠集落・囲郭集落） 」や交易拠点とも理解されてきた十三湖沿岸の再評価も必要となる。一九九〇年代以降に古代城郭と推定されてき 青森県五所川原市福島城跡では、 近年の発掘調査で、 一四世紀後半～一五世紀前半に「外郭」 ・ 「内郭」が整備・展開するこ が判明し いる（青森県教育委員会『福島城跡』二〇一二年） 。古代 見直し に と思われる。さらに、同時期に大陸 勢力を持った渤海（六九八～九二六年）との交流 ついても視野に入れる必要があ 。渤海使は出羽にもたびたび訪れ、秋田城跡では渤海系とされる鉄製羽釜が出土している。これまで、大陸系あるい 評価されてきた資料についても改めて検討し 文物の交流 実態につい も明らかにする必要があるだろう。
　　　　　五　以上、僭越を顧みず私見を述べた。近年の古代北方史研究では、
本書に代表されるよう 、考古資料の蓄積によって精緻な分析が可能となり、古代北方世界の交易・交流の実像が判明 つある特に、北方史研究は、 「日本史」研究に対す 反省として より豊かな日本列島の歴史を描くうえで重要な位置を占める。また 北東北・北海道は、その地理的特性から渤海や靺鞨・女真等の大陸











』 （岩田書院、二〇〇八年） 、小口雅史（編） 『古代末期・日本
の境界』 （森話社、二〇一〇年）と併せて一読すると、より一層理解が深まるものと思われる。
　前述したように、小口氏は、現在、新たな研究プロジェクトと
して、 『律令国家の北限支配からみた、津軽海峡を挟む古代北方世界の実態的研究』 （平成二三年度～ 六年度科学研究費補助金基盤研究（Ｂ） ）を推進している。律令国家最北の支配拠点である秋田城の北方支配や北方世界との交流 実態について解明 こと目指したものである。このプロジェクトは、本書の課題とされた秋田城を軸に据えたものであり、さらな 研究成果が得られるのと期待される。
　なお、内容紹介において誤解があった場合には 筆者の乏しい
能力ゆえである。ご容赦願い い。（二〇一一年一〇月二五日刊 　高志書院 　Ａ５判 　二九九頁 　定価六〇〇〇円）
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